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昨
年
の
総
選
挙
で
は
、
十
六
年
ぶ

り
の
政
権
交
代
と
な
り
、
ま
さ
に
激

動
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
新
年

が
大
磯
町
に
と
っ
て
、
元
気
な
夢
の

あ
る
年
で
あ
る
こ
と
を
衷
心
か
ら
願

っ
て
お
り
ま
す
。 

　
昨
年
は
厳
し
い
経
済
情
勢
が
い
っ

そ
う
深
刻
化
し
た
中
で
、
様
々
な
緊

急
雇
用
対
策
や
定
額
給
付
金
の
交

付
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行

な
ど
、
町
民
の
生
活
を
経
済
面
で
支

援
す
る
諸
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

   

　
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
機
構
改

革
に
よ
る
新
体
制
の
も
と
、
将
来
を

見
据
え
た
観
光
行
政
や
環
境
対
策
の

拡
充
、
ま
た
、
防
災
対
策
室
や
す
ぐ

や
る
室
を
設
け
る
な
ど
、
地
域
に
、

い
っ
そ
う
密
着
し
た
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

   

　
ま
た
、
昨
年
、
国
民
的
資
産
で
あ

っ
た
旧
吉
田
茂
邸
を
焼
失
す
る
と
い

う
、
ま
さ
か
の
大
き
な
で
き
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
再
建
は
、
多
く

の
町
民
を
は
じ
め
、
県
民
、
国
民
の

皆
様
の
悲
願
で
あ
り
ま
す
。
再
建
に

向
け
、
引
き
続
き
絶
大
な
る
ご
支
援

を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

　
さ
て
、今
年
も
引
き
続
き
、「
環
境
」

「
観
光
」「
教
育
」
の
三
事
業
を
重
点

施
策
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、
今
年
は

特
に
防
災
対
策
に
も
諸
施
策
を
展
開

し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

   

　
ま
た
、
エ
コ
の
ま
ち
大
磯
を
目
指

し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を

掲
げ
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
里
地
里
山
保

全
や
遊
休
農
地
、
荒
廃
農
地
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
町
民
の

皆
様
と
協
力
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

  

　
農
業
・
漁
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
海
産
物
を
直
販
で
き
る
「
海
の

駅
」、
ま
た
農
産
物
を
直
販
で
き
る

「
陸（
お
か
）の
駅
」を
設
け
、
地
産
地

消
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
、
食
育
を

推
進
。
町
民
の
皆
様
の
食
の
安
心
、

安
全
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

  

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
〝
夢
の
あ
る

観
光
立
町
〞
を
目
指
し
、
大
磯
の
歴

史
的
・
文
化
的
な
資
源
や
自
然
を
町

内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
大
磯
港
を
観
光
拠

点
と
し
て
、「
海
の
駅
」や「
陸（
お
か
）

の
駅
」
を
取
り
込
ん
だ
体
験
型
観
光

の
企
画
・
立
案
を
し
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
と
観
光
客
が
と
も
に
楽

し
め
る
観
光
行
政
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

　
教
育
に
つ
い
て
は
、
特
に
幼
児
教

育
に
お
い
て
は
民
の
活
力
を
借
り
、

多
く
の
知
識
や
経
験
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
を
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

   

　
地
域
主
権
の
名
の
も
と
に
、
地
方

分
権
は
い
っ
そ
う
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ

て
進
ん
で
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
町

と
し
て
も
、
い
っ
そ
う
の
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
、
行
政
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
今
後
と
も
事
業
仕
分
け
を

徹
底
。
行
革
を
推
し
進
め
、
地
方
分

権
時
代
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
コ
ン
パ
ク
ト
で
元
気
」
な
町
づ
く

り
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
〝
み
ん
な

が
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
で
き
る
、
明
る

く
元
気
な
充
実
し
た
年
〞
に
な
る
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

大磯町長　 

“大磯を元気に！” 
　　旧吉田茂邸の再建に向けて 

夢
の
あ
る
年
に 

防
災
対
策
の
拡
充 

体
験
型
観
光
の
推
進 

教
育
環
境
の
充
実 

地
産
地
消
の
推
進 

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い 

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り 

エ
コ
の
ま
ち
　
大
磯 

　
　
　
　
　
　
の
実
現
を 

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る 

　
　
　
　
　
　
行
政
を 

旧
吉
田
茂
邸
の 

　
　
再
建
に
向
け
て 



　
10
月
29
日
・
30
日
に
新
潟
県
新
潟

市
で
開
催
さ
れ
た
、
全
国
民
生
委
員

児
童
委
員
大
会
に
お
い
て
、
大
磯
町

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会（
三
箇

正
子
会
長
　
会
員
52
人
）が
優
良
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。 

　
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
保
険
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
５ 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
１
３ 

大磯町民生委員 

児童委員協議会 

全国表彰を受賞 

　
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
の
振
興
、
文
化
の
向
上

な
ど
、
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
や
、
多
年
に
わ
た
り
町
行
政
に
尽
力

さ
れ
た
方
、
高
額
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
な
ど
19
人
の
表
彰
が
決
定
し

ま
し
た
。
町
行
政
へ
の
多
大
な
る
功
績
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

中野　秀 
（西小磯） 

元 保護司 
 
 
 

渡　 敏文 
（寺坂） 

町落葉果樹研究会会長 

後藤　勲 
（月京） 

元 区長 

関野 好一 
（大磯） 

元 区長 
 

小泉 　史 
（高麗） 

元 消防団員 

原田 源　 
（国府本郷） 

高額寄附者 

　　 健夫 
（西小磯） 

高額寄附者 

簑島 久夫 
（国府新宿） 

高額寄附者 
 
 
 

二宮 和義 
（生沢） 

元 消防団員 

大澤 幸宣 
（生沢） 

元 消防団員 

本城 雅康 
（国府本郷） 

元 消防団員 

森田 朗夫 
（東町） 

元 消防団員 

石井 憲造 
（大磯） 

元 消防団員 
 

安彦　修 
（月京） 

元 消防団員 

飯田 修司 
（大磯） 

元 消防団員 

熊澤 卓也 
（西久保） 

元 消防団員 

柏木 昭洋 
（黒岩） 

元 消防団員 

守屋 明好 
（黒岩） 

元 消防団員 

齋藤 ツネ子（大磯） 
平成21年度 

全国ラージボール卓球大会 
女子シングルス　70歳の部　優勝 
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利用 
申込を 
受付 

平
成
２２
年
度 

▼
申
請
書
の
配
布
日
及
び
受
付
期
間 

○
配
布
日
　 

　
１
月
８
日（
金
）か
ら 

○
受
付
期
間
　 

　
２
月
１
日（
月
）〜
27
日（
土
） 

▼
配
布
・
受
付
場
所 

○
駅
前（
東
・
西
）自
転
車
駐
車
場 

　
午
前
６
時
〜
午
後
９
時
30
分 

○
役
場
１
階
町
民
課
窓
口 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

※
３
月
以
降
の
受
付
は
、
役
場
本
庁

舎
の
み
と
な
り
ま
す
。 

▼
添
付
書
類
　 

　
学
生
で
自
転
車
利
用
の
方
は
、
学

生
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。 

▼
そ
の
他 

・
受
付
順
で
定
数
を
超
え
た
場
合
は

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

・
駐
車
位
置
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７ 

　
11
月
19
日
、
山
口
県
山
口
市
ス
ポ

ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

第
50
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協

議
会
山
口
大
会
に
て
、
廣
瀬
利
郎
さ

ん
が
多
年
に
わ
た
る
社
会
体
育
の
振

興
に
努
め
ら
れ
た
功
績
で
、
同
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課 

　
☎
内
線
３
２
４ 

　
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

【
平
成
２２
年
４
月
か
ら
】 

      

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
支
援
室
　
☎
内
線
３
１
７ 

　
平
成
２２
年
４
月
１
日
か
ら
駅
前（
東
・
西
）自
転
車
駐
車
場
を 

月
ぎ
め
で
利
用
す
る
方
の
申
し
込
み
を
受
付
し
ま
す
。 

　
な
お
、
現
在
、
月
ぎ
め
で
利
用
し
て
い
る
方
も
、
再
度
申
請 

が
必
要
で
す
。 
 駅

前
（
東
・
西
）
自
転
車
駐
車
場 

　
平
成
22
年
４
月
に
町
立

小
・
中
学
校
及
び
町
立
幼

稚
園
へ
入
学
・
入
園
さ
れ

る
場
合
の
入
学
・
入
園
説

明
会
等
の
日
程
が
決
ま
り

ま
し
た
。 

　
小
・
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
１
月
上
旬
に
就
学
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

指
定
さ
れ
た
学
校
の
日
程

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
町
立
幼
稚
園
に

つ
い
て
は
、
入
園
許
可
書

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
幼

稚
園
の
日
程
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
ど
も
育
成
課 

　
☎
内
線
３
３
２ 

町立小・中学校新入学 

町立幼稚園入園説明会 

大磯小学校 
2月1日（月）　10時20分～ 
家庭科室 

4月5日（月）　13時30分～ 
体育館　（受付13時～） 

国府小学校 
2月4日（木）　10時20分～ 
図書室・ランチルーム 

4月5日（月）　13時30分～ 
体育館（受付13時～13時20分　１学年教室） 

保護者説明会 入学式 

小・中学校、幼稚園の入学・入園日程 
【小学校】 

大磯中学校 
1月26日（火）　14時～ 
視聴覚室（授業参観13:05～13:50） 

4月5日（月）　10時30分～ 
体育館（受付10時～10時20分） 

国府中学校 
1月21日（木）　15時～ 
視聴覚室（授業参観14:05～14:50） 

4月5日（月）　10時30分～ 
体育館（受付10時～10時20分） 

保護者説明会 入学式 【中学校】 

大磯幼稚園 
3月4日（木）　14時～ 
2階ホール 

4月7日（水）　11時～ 
2階ホール 

小磯幼稚園 
3月5日（金）　14時～ 
2階ホール 

4月7日（水）　9時30分～ 
2階ホール 

国府幼稚園 
3月5日（金）　14時～ 
2階ホール 

4月7日（水）　9時30分～ 
2階ホール 

月京幼稚園 
（たかとり幼稚園） 

3月4日（木）　14時～ 
2階ホール 

4月7日（水）　11時～ 
1階ホール（新園舎） 

入園説明会 入園式 【幼稚園】 

平成 
２２年度 

全
国
体
育
指
導
委
員
連
合
表
彰 

　
　
　
　
　
　
　
　  

を
受
賞 

平
成
２１
年
度 

廣 瀬 利 郎さん 
（国府新宿） 

新名称 旧名称 

た
か
と
り
幼
稚
園 

月
京
幼
稚
園 
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月
京
幼
稚
園
の
移
転
に
伴
い
新
設

さ
れ
る
幼
稚
園
の
名
称
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
そ
の
中
か
ら
、
鷹
取
山
が
大
磯
で

一
番
大
き
な
山
で
あ
り
、
こ
の
地
域

の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
鷹
取
山
の
よ
う
に
大

き
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

こ
め
て
「
た
か
と
り
幼
稚
園
」
に
決

定
し
ま
し
た
。 



広報おおいそ　平成22年（2010年）1月 5

　
12
月
１
日（
火
）、
電
気
自
動
車
の

導
入
式
典
を
行
い
ま
し
た
。 

　
式
典
当
日
は
、
記
念
キ
ー
の
授
与

の
後
、
町
長
と
来
賓
の
方
々
で
電
気

自
動
車
に
乗
り
、
そ
の
環
境
性
能
や

静
粛
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。 

             

　 ○
今
後
の
活
用
方
法 

　
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
や
事
業

者
の
方
に
電
気
自
動
車
を
導
入
い
た

だ
け
る
よ
う
、
電
気
自
動
車
が
持
つ

環
境
性
能
や
乗
り
心
地
な
ど
を
体
験

い
た
だ
く
普
及
活
動
を
行
い
ま
す
。 

 

【
普
及
活
動
の
予
定
】 

○
環
境
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
同
乗
会

の
実
施 

○
町
内
施
設
等
に
お
け
る
体
験
イ
ベ

ン
ト
の
実
施 

○
学
校
等
で
環
境
学
習
で
の
活
用 

○
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会

で
の
展
示
啓
発 

※
そ
の
他
に
も
、
積
極
的
に
普
及
啓

発
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。 

    

　
電
気
自
動
車
の
導
入
に
あ
わ
せ

て
、
急
速
充
電
器
を
本
庁
舎
駐
車
場

に
設
置
し
ま
し
た
。 

 

　
こ
の
急
速
充
電
器
で
約
30
分
充
電

し
た
場
合
、
今
回
導
入
し
た
電
気
自

動
車
を
約
80
％
充
電
す
る
こ
と
が
で

き
、
最
大
で
約
120
㎞
走
行
が
可
能
と

な
り
ま
す
。 

       

　 
  

○
充
電
費
用
を
無
料
に 

　
こ
の
急
速
充
電
器
は
、
電
気
自
動

車
普
及
促
進
の
一
環
と
し
て
導
入
し

ま
し
た
の
で
、
当
面
の
間
、
充
電
費

用
を
無
料
と
し
ま
す
。 

【
急
速
充
電
器
利
用
日
時
】
　 

・
平
日
　 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時 

・
土
日
祝
日 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
３
５
９ 

 

　
町
で
は
、
「
町
長
と
語
り
合
う
集

い
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

◎
開
催
日 

　
①
２
月
８
日（
月
）午
後
３
時
〜 

　
②
２
月
10
日（
水
）午
後
３
時
〜 

◎
対
象
者 

　
①
町
内
在
住
の
漁
業
従
事
者
の
方 

　
②
町
内
在
住
の
農
業
従
事
者
の
方 

◎
開
催
場
所 

　
役
場
３
階
公
室（
①
、
②
と
も
） 

◎
募
集
人
数 

　
各
回
10
人
ず
つ 

◎
申
込
方
法 

電
話
、
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
な

ど
に
よ
り
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。
（
先
着
順
） 

◎
申
し
込
み
先
　 

〒
255
―
８
５
５
５
　
大
磯
町
東
小

磯
183
　
大
磯
町
役
場
政
策
課 

　
☎
内
線
２
０
６ 

　
募 

集 

の 

内 

容 

　今後も、いただいたご意見をお知らせしていきます。 
　なお、これまで行ってきた結果は、町情報コーナーのほ 
か、町ホームページに掲載していますのでご覧ください。 
 

「町長と語り合う集い」でいただいた主な意見 
 

電
気
自
動
車
が
納
車 

急
速
充
電
器
を
設
置 

▲電気自動車導入式のようす 
（左から三好町長、自動車会社、島津湘南地域 
　県政総合センター所長） 

▲急速充電器を設置した本庁舎駐車場 

▲急速充電器で充電する三好町長 

電
気
自
動
車
・
急
速
充
電
器
を 

　
　
　
導
入
し
ま
し
た 

  

電
気
自
動
車
・
急
速
充
電
器
を 

　
　
　
導
入
し
ま
し
た 

  

○町の小中学校は荒れることなく、非常に良い環境で勉学が
出来ており、大変ありがたいです。 

○学校給食にご飯が出るようになって良かったと思います。 

○大磯駅がバリアフリーになったことで、行動範囲を広が
り、大変助かっています。 

○大磯中学校前の松並木が大好きです。また、近くに海や山
があり自然環境が良いと思います。 

○生活安全の民間交番の拠点作りをし、より安全な町にした
らどうか。 

○ごみの減量化策は、家庭の環境で異なります。いろいろな
方法を展示しＰＲ活動を行ってはどうか。 

○資源化策のひとつとして、飲み物のほか、単行本などのデ
ポジット制を検討し実践したらどうか。 

○大磯独自のマイバックを作成したらどうか。 



依
存
財

源
22.8
％

自主財
源

77
.2
％
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あ ら まし  あ ら まし  あ ら まし  

歳入の内訳 
自主財源（自主的に歳入することができる財源） 
　町税（54億5,499万円） 
　　…町に納められた税金 
　繰越金（4億457万円） 
　　…前年度の決算の剰余金 
　繰入金（3億6,184万円） 
　　…基金（町の貯金）から引き出したお金など 
　使用料及び手数料（1億6,768万円） 
　諸収入ほか（2億5,203万円） 

依存財源（国や県などから交付される財源） 
　町債（3億7,330万円） 
　　…町の借金 
　国庫支出金（4億208万円） 
　　…国から交付される補助金など 
　県支出金（4億3,121万円） 
　　…県から交付される補助金など 
　地方交付税（2億2,459万円） 
　　…国税の一定割合の額で、地方自治体の税源 
　　　の不均衡を調整し、財源を保障するための 
　　　地方共有の固有財源 
　地方特例交付金（7,282万円） 
　　…国の制度によって生じる町の収入減や負担 
　　　増の補てんとして国から交付されるお金 
　地方譲与税ほか（4億5,552万円） 
　　…国税として徴収され、地方自治体へ譲与さ 
　　　れるお金。自動車重量譲与税など 

町民税 
28億3,437万円 
52.0％ 

固定資産税 
24億5,697万円 
45.0％ 

町たばこ税 
1億2,330万円 
2.3％ 

軽自動車税ほか 
4,035万円 
0.7％ 

～歳入の特徴～  
　歳入総額は86億63万円で、前年度に比べて2.8％減少し、自主財源の割合も77.2％で0.8ポイント減少しました。  
　町税は法人町民税や個人町民税の増により前年度に比べ1.0％増加し、地方交付税は算定方法の改正等により増(対前年度伸び
率60.8％)となり、地方特例交付金は税制改正により増(同123.8％)となっています。一方、国庫支出金はまちづくり交付金対
象事業や大磯中学校体育館耐震改修事業の終了などにより減(同△18.0％)となっており、財産収入は前年度に月京幼稚園隣地の
売却という特殊要因があったため、前年度に比べて93.0％減少していることが主な特徴です。 

　平成20年度の決算の概要についてお知らせします。なお、
詳細なデータについては、町役場町民情報コーナー及び町ホ
ームページで公開していますので、ご覧ください。 
◎問い合わせ　財政課　☎内線216

歳入総額 
86億63万円 

町税 
63.4％ 

町債 4.3％ 

繰越金 4.7％ 

使用料及び 
手数料 2.0％ 

諸収入ほか 
2.9％ 

国庫支出金 
4.7％ 

県支出金 5.0％ 

地方交付税 2.6％ 

地方特例交付金 0.9％ 地方譲与税ほか 5.3％ 

繰入金 4.2％ 

決算額と町税の推移（一般会計） 

平成17年度 平成19年度 平成20年度 平成16年度 

歳入 歳出 

町税の推移 

１００ 

80 

60 

40

億
　
円 

※上記表中の平成16年度歳入歳出決算額は、減税補てん債の借換え分（8億3,970万円）を除いた数値となっています。 

８６億６３万円 
　　　　　８３億４,１４７万円 ８２億７,５１３万円 

　　　　　７９億１,７７２万円 
８２億９,２１３万円 
　　　　　８０億１,５９２万円 

平成18年度 

８２億９２６万円 
　　　　　７８億９,０８１万円 

８８億４,８１６万円 
　　　　　８４億４,３５９万円 

4949億6,9556,955万円万円 5050億7,5427,542万円万円 52億953953万円万円 5353億9,8399,839万円万円 
49億6,955万円 50億7,542万円 52億953万円 53億9,839万円 

 会 計　 

5454億5,4995,499万円万円 54億5,499万円 



広報おおいそ　平成22年（2010年）1月 7

決 算 の  決 算 の  決 算 の  平成20年度 平成20年度 平成20年度 

歳出の内訳 
民生費（22億8,069万円） 
　　…保育園や障害者、高齢者福祉などの経費 
総務費（14億8,640万円） 
　　…住民登録や交通安全対策、防災対策などの経費 
土木費（10億2,707万円） 
　　…道路や河川、公園などの整備・維持管理の経費 
公債費（9億5,602万円) 
　　…町債（町の借金）を返済する経費 
衛生費（9億1,120万円） 
　　…予防接種やごみ処理などの経費 
教育費（8億5,965万円） 
　　…小・中学校や生涯学習などの経費 
消防費（4億4,065万円） 
　　…火災や災害、救急活動などの経費 
議会費ほか（3億7,979万円） 
　　…議会や観光などの経費 

民生費 
27.3％ 

総務費 
17.8％ 

衛生費 
10.9％ 

公債費 
11.5％ 

教育費 
10.3％ 

消防費 
 5.3％ 

議会費ほか 
4.6％ 

歳出総額 
83億 

4,147万円 

人件費の推移 
（一般会計） 

200 

150 

100 

50 

0

億
　
円 

平成２０年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 

　一 般 

～歳出の特徴～ 
　歳出総額は83億4,147万円で、前年度に比べて1.2％減少しました。  
　実施した主な事業は、防災行政無線更新事業8,978万円、旧島崎藤村邸周辺整備事業1,664万円、大磯駅跨線人道橋整備事業
3,781万円、旧東海道松並木(大磯高麗１号線)整備事業1,288万円、水槽付消防ポンプ自動車購入事業4,426万円などです。  
　年々、医療費等の社会保障関係費は増加傾向にあり、厳しい財政状況となっていますが、人件費の削減や経常経費の削減によ
り、安全で安心なまちづくり、次世代育成対策などの社会需要の高いものに重点を置いて事業を実施しました。 

　町債の残高は平成20年度末で155億1,071万円（町民一人あたり47万1,326円）となっています。今後は下水道事
業の進捗により下水道会計分は増加することが想定されますが、一般会計分を抑制することにより町債残高をなるべく増
やさないように努めます。 

　人件費総額は21億1,685万円で、前年度と比べて9.2％減少しました。平成16年度と比較すると、行政改革による
職員数の削減や職員給与の見直しなどを進めてきた結果として約3億4,000万円(13.9％)減少しています。 

26 

24 

22 

20 

18

その他 
職員給与 

億
　
円 

平成２０年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 

町債残高の推移 

下水道会計 
一般会計 

74億5,610万円万円 

87億7,740万円万円 

77億1,466万円万円 

86億4,344万円万円 

77億1,771万円万円 

83億9,607万円万円 

78億3,278万円万円 

79億2,754万円万円 

1億7,400万円万円 

22億8,351万円万円 

1億7,648万円万円 

23億3,899万円万円 

1億6,429万円万円 

21億2,114万円万円 

1億5,173万円万円 

21億8,071万円万円 

74億5,610万円 

87億7,740万円 

77億1,466万円 

86億4,344万円 

77億1,771万円 

83億9,607万円 

78億3,278万円 

155億1,071万円 162億3,350万円 163億5,810万円 161億1,378万円 157億6,032万円 

21億1,685万円 24億5,751万円 25億1,547万円 22億8,543万円 23億3,244万円 

79億2,754万円 

1億7,400万円 

22億8,351万円 

1億7,648万円 

23億3,899万円 

1億6,429万円 

21億2,114万円 

1億5,173万円 

21億8,071万円 

ちょく 

土木費土木費 
12.3％ 
土木費 
12.3％ 

80億1,221万円万円 

74億9,850万円万円 

80億1,221万円 

74億9,850万円 

1億4,557万円万円 

19億7,128万円万円 

1億4,557万円 

19億7,128万円 
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特 別 会 計 

国民健康保険事業 

◇決算の状況 

　国民健康保険事業特別会計は、職場の健康保険加入者及び生活保護受給者以外の人が加入する保険制度
で、万一の病気やけがに備え加入者が保険税を出し合い、医療機関にかかるときの医療費の補助などに充
てる事業の会計です。  
　歳入・歳出の減の主な理由は、後期高齢者医療制度に伴う被保険者の減及び医療費の減となったことに
よるものです。保険税の定期的な見直しや、平成20年度より特定健康診査・特定保健指導を実施し医療費
の抑制など、健全な運営に努めています。 

　老人保健特別会計は、75歳以上(一定の障害のある人は65歳)の高齢者が病気になっても安心して医療
を受けられるように、国民みんなで医療費を出し合い支えあう事業の会計です。  
　平成20年4月から後期高齢者医療特別会計へ移行したことにより、歳入・歳出ともに減となっています。 

老人保健 

　特定の事業を実施するために、一般会計と切り離して運営しているのが特別会計です。  

　大磯町では、平成20年度では５つの特別会計があり、町民生活に欠かすことのできない大切な 

事業を担っています。 

歳入決算額 

35億7,502万円 
対前年度伸率（％） 

△1.4
歳出決算額 

34億1,382万円 
対前年度伸率（％） 

△4.6

歳入決算額 

3億3,823万円 
対前年度伸率（％） 

△87.7
歳出決算額 

3億3,175万円 
対前年度伸率（％） 

△87.8

歳入決算額 

20億7,220万円 
対前年度伸率（％） 

7.0
歳出決算額 

20億3,079万円 
対前年度伸率（％） 

5.4

歳入決算額 

15億6,528万円 
対前年度伸率（％） 

22.5
歳出決算額 

15億4,212万円 
対前年度伸率（％） 

24.7

　後期高齢者医療特別会計は、これまでの老人保健制度に代わる、他の健康保険から独立した新しい保険
制度であり、75歳以上（一定の障害のある人は65歳）の加入者が納める保険料と現役世代が負担する支援
金などを医療費の補助に充てる事業の会計です。制度が施行されて1年目にあたり、特別会計として初め
ての決算となります。 

後期高齢者医療 
歳入決算額 

5億7,705万円 
対前年度伸率（％） 

－ 
歳出決算額 

5億4,745万円 
対前年度伸率（％） 

－ 

　介護保険事業特別会計は、65歳以上の高齢者及び40歳～64歳で特定の疾病により介護が必要と認めら
れた人に介護サービスを提供し、すべての高齢者に対し介護予防事業や生活支援を行う事業の会計です。  
　歳入が増となった主な理由は、被保険者数の増加による介護保険料の増と、介護給付費が伸びたことに
よる国庫支出金・支払基金交付金・県支出金の増によるものです。歳出が増となった主な理由は、介護サ
ービス利用の増に伴う介護給付費の増によるものです。平成20年度より介護予防健診を実施し、介護給付
費の抑制など、健全な運営に努めています。 

介護保険事業 

　下水道事業特別会計は、清潔で快適な生活環境を築くためだけでなく、河川や海などの水質汚濁の防止
や、大雨による浸水の防除などの役割を担う下水道を整備する事業の会計です。平成20年度末の人口普及
率は46.2％、接続率は76.4％です。  
　歳入が増となった主な理由は、建設事業費の増に伴う国庫支出金の増や、町債の借換えに伴う増による
ものです。歳出が増となった主な理由は、建設事業費の増によるものです。健全な事業運営のため、下水
道使用料の見直しなど、自主財源の確保に努めています。 

下水道事業 
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区　　分 土　地 
238,323
13,396
251,719

建　物 摘　要 
208
0

208

土地及び建物 
山　　　　林 
合　　　　計 

町有財産 

基金残高の状況 

おおいそ家の家計簿は？ 
一般会計決算額を年収500万円の一般家庭の年間家計簿に置き換えてみると…。 

区　　分 土　地 
4,299
1,005
32,278

建　物 摘　要 
3,879

1億4,084万円 

2,475
10,005

本　庁　舎 
消 防 施 設  その他の 

行政機関 その他の施設 
115,203
7,358

33,822
843

学 校  

302,561 519公 園  

36,321 14,316その他の施設 
公共用財産 

公 営 住 宅  

区　　　分 平成20年度末 

鉄筋コンクリート造地上５階地下１階 

町民会館建設基金 
10億5,235万円 土地開発基金 

4億6,930万円 財政調整基金 
300万円 高額療養費貸付基金 
6,901万円 公共施設整備基金 

消防庁舎・国府分署・消防分団12
国府支所・環境美化センター・保健センター 
小学校2・中学校2・幼稚園4
24戸 
公園・緑地・運動公園管理棟ほか 

499,025 65,859合　　計 

福祉センター・世代交流センター・ふれあい会館・
保育園・図書館・郷土資料館・地域会館・児童館・
老人憩の家・駅前東自転車駐車場・旧島崎藤村邸・
照ケ崎プール・横溝千鶴子記念障害福祉センター・
生涯学習館ほか 

1. 行政財産 単位：㎡ 

単位：㎡ 2. 普通財産 

区　　　分 平成20年度末 

410万円 減債基金 
8,796万円 地域福祉基金 

1億2,643万円 本庁舎建設基金 

22億2,260万円 合　　　計 

6,243万円 介護保険給付費支払基金 
2,030万円 介護従事者処遇改善臨時特例基金 

6,783万円 横溝千鶴子記念障害者福祉基金 

支　出 

生活費（人件費・物件費） 209万円 
息子への仕送り（繰出金） 86万円 
ローン返済（公債費） 56万円 
電化製品購入（普通建設事業費） 48万円 
医療費（扶助費） 47万円 
貯金（積立金） 13万円 
税金・交際費・投資など 
（補助費等など） 26万円 

合　計 485万円 

収　入 

給与（町税） 317万円 
実家からの援助 
（交付税・交付金・国県補助金） 93万円 
家賃収入（財産収入等） 25万円 
借金（町債） 21万円 
その他（繰越金・繰入金） 44万円 
 
 

合　計 500万円 

8,123万円 みどり基金 

3,782万円 国民健康保険財政調整基金 

現　金：20,683万円 
貸付金：84,552万円 
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平成20年度に実施した主な事業 

平成21年4月1日現在　人口32,908人で算定　（　）は前年比 

町民１人当たり　総額25万3,478円 
（目的別事業１人当たりの決算額） 

民生費 １人当たり　6万9,305円（-2,930円） 

自立支援給付事業 2億6,530万円 

児童手当・児童扶養手当事業 1億8,448万円 

児童保育委託等事業 1億5,562万円 

障害者医療費助成事業 1億4,039万円 

小児医療費助成事業 5,071万円 

地域生活支援等事業 3,776万円 

 

 

 

総務費 １人当たり　4万5,168円（+428円） 

防災行政無線更新事業 8,978万円 

地域会館整備事業 8,000万円 

電子計算機更新事業 4,463万円 

旧吉田茂邸保存・活用事業 1,426万円 

生活交通確保対策事業 1,206万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土木費 １人当たり　3万1,210円（-1,178円） 

狭あい道路整備事業 7,834万円 

幹線28号線歩道整備事業 4,123万円 

大磯駅跨線人道橋整備事業 3,781万円 

中河原橋整備事業 1,499万円 

旧東海道松並木（大磯高麗１号線）整備事業 1,288万円 

 

 

 

衛生費 １人当たり　2万7,689円（-790円） 

ごみ処理事業 2億9,216万円 

ごみ収集運搬事業 1億2,651万円 

し尿処理事業 4,148万円 

し尿収集運搬事業 4,667万円 

予防接種事業 3,446万円 

健康増進事業 2,052万円 

教育費 １人当たり　2万6,123円（+994円） 

月京幼稚園施設整備事業 1億3,617万円 

支援教育推進事業 1,774万円 

健康管理事業 1,299万円 

図書館資料整備事業 1,079万円 

学校教育指導振興事業 1,013万円 

 

 

 

消防費 １人当たり　1万3,390円（+440円） 

水槽付消防ポンプ自動車購入事業 4,426万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商工費 １人当たり　4,036円（-575円） 

中小企業金融対策資金預託事業 3,000万円 

旧島崎藤村邸周辺整備事業 1,664万円 

観光振興対策事業 1,633万円 

海水浴場振興事業 1,403万円 

 

 

 

議会費 １人当たり　4,038円（-64円） 

 

 

農林水産業費 １人当たり　2,334円（-404円） 

 

 

労働費 １人当たり　967円（-5円） 

勤労者金融対策・生活資金預託事業 3,000万円 

 

 

公債費 １人当たり　2万9,051円（+324円） 

    

 

災害復旧費ほか １人当たり　167円（+70円） 

▲水槽付消防ポンプ自動車 

　地域会館整備事業 
（月京会館）　　 
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　平成19年６月に成立・公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」は、各地方公共団体が財
政健全性に関する比率（「健全化判断比率」及び「公営企業の資金不足比率」）を公表し、各比率が基準を超え
た場合には財政の早期健全化や再生等を図ることを目的としています。  
　これらの指標は、監査委員の審査を受け、その意見を付けて町議会へ報告するとともに、公表することに
なっています。大磯町の健全化判断比率及び資金不足比率は次のとおりで、監査委員の審査を受け、９月の
町議会第３回定例会に報告しましたので、その概要をお知らせします。 

　これらの指標から見ると、町の財政はどの指標においても早期健全化基準内となっており、健全な財政状況であると

言うことができます。しかし、「この指標が基準内にあること」が「町の財政が豊かである」ということを示している

わけではありません。今後とも、これらの指標を参考にしながら健全な財政運営に努めていきます。 

○　①実質赤字比率と②連結実質赤字比率は赤字とならなければ指標は示されません。普段から予算に応じた適切な財

政運営をすることが必要であり、そうすることでこの２つの指標は健全性を保つことができます。 

○　③実質公債費比率は、その年度における借金などの返済額が多ければ上昇していきます。裏を返せば、借金をすれ

ばするほど上昇する可能性を秘めています。この比率を上昇させないためにも、なるべく借金をしないよう心掛け、

借金をする場合には、この指標を注視して計画的に行う必要があります。 

○　④将来負担比率は、今後、町が支払いをしなければならない負担の程度を示すものです。大磯町の場合は、借金の

償還金が主な要因となっており、借金を抑制し、償還金を減らしていくことでこの指標を健全に保つことができます。 

《早期健全化基準とは》  

　①から④のうち、１つでも早期健全化基準以上となった場合、財政健全化計画を議会の議決を経て策定・公表し、
総務大臣等へ報告することになり、自主的な改善努力による財政健全化を図ることになります。 
《財政再生基準とは》  

　①から③のうち、１つでも財政再生基準以上となった場合、財政再生計画を議会の議決を経て策定・公表し、総務
大臣等に報告することになり、国（県）の関与による確実な財政再生を図ることになります。 
《経営健全化基準とは》  

　⑤の資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合、経営健全化計画を議会の議決を経て策定・公表し、総務大
臣等へ報告することになり、自主的な改善努力による財政健全化を図ることになります。 
《標準財政規模とは》  

　標準財政規模とは、その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模を示す指標で、地方
公共団体が通常水準の行政サービスを提供する上で必要な一般財源の目安となる数値で、財政分析や財政運営の指標
算出のためなどに利用されます。 

指　　　標 
大磯町の 
比率 

早期健全化 
基準 

財政再生 
基準 

説　　　　　　明 

健 

全 

化 

判 

断 

比 

率 

①実質赤字比率 

②連結実質赤字比率 

③実質公債費比率 

④将来負担比率 

⑤資金不足比率 
（下水道事業） 

一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対す 
る比率で、一般会計の赤字の程度を示しています。 

全会計を対象とした実質赤字（または資金不足額）の 
標準財政規模に対する比率で、町全体の赤字の程度を 
示しています。 

一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の 
標準財政規模に対する比率で、町の借金の返済額の大 
きさの程度を示しています。 

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政 
規模に対する比率で、町が将来支払っていく負担額の 
大きさの程度を示しています。 

資金不足額の事業の規模に対する比率で、事業規模で 
ある料金収入に対する資金不足の程度を示しています。 

－ 

（赤字となっ
ていない ） 

－ 

（赤字となっ
ていない ） 

11.4

126.5

－ 

（資金不足と　
なっていない） 

14.26％ 

19.26％ 

25.0％ 

350.0％ 

20.0％ 

（経営健全化
基準　　 ） 

20％ 

30％ 

35％ 

大磯町の財政健全化指標 

【平成20年度決算における健全化判断比率等】 

【これらの指標から見た大磯町の財政状況】  

【これらの指標からわかること】 
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▲1907年奉天領事館補のときの 

吉田茂（写真／吉岡氏所蔵） 

大
磯
の
賢
人 

吉 

田   

茂 

外
務
省
の
異
端
児 

連
載
シ
リ
ー
ズ 

　
明
治
39
年
、
吉
田
茂
は
外
務
省
に

入
省
、
同
期
に
は
後
に
総
理
大
臣
と

な
る
広
田
弘
毅
が
い
ま
し
た
。
吉
田

は
明
治
40
年
、
領
事
館
補
と
し
て
奉

天
在
勤
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
吉
田
が

奉
天
へ
赴
任
す
る
に
あ
た
り
、
実

父
・
竹
内
綱
は
懇
意
で
あ
っ
た
奉
天

総
領
事
・
萩
原
守
一
に
紹
介
状
を
書

き
ま
し
た
が
、
吉
田
は
帰
朝
命
令
が

出
て
離
任
す
る
時
、
初
め
て
こ
の
紹

介
状
を
萩
原
に
渡
し
ま
し
た
。
な
ぜ

着
任
の
時
に
出
さ
な
か
っ
た
の
か
萩

原
に
詰
問
さ
れ
る
と
、
吉
田
は
「
親

の
七
光
り
は
嫌
い
で
す
」（『
世
界
と

日
本
』）と
答
え
た
と
い
い
ま
す
。 

　
後
年
、
「
如
何
に
自
惚
れ
て
み
て

も
、
外
務
省
の
秀
才
コ
ー
ス
、
出
世

街
道
を
歩
い
て
き
た
と
は
い
え
な

い
」（『
回
想
十
年
』
第
四
巻
）と
述
懐

し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
外
交
官
の

表
街
道
が
英
国
や
米
国
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
吉
田
は
欧
州
在
勤
の
僅
か

な
期
間
を
除
き
、
大
半
を
中
国
で
過

ご
す
裏
街
道
と
も
い
え
る
外
交
官
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
長
き
に
わ
た
る
中
国
勤
務
、
い
わ

ゆ
る
チ
ャ
イ
ナ
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
列

国
に
よ
る
国
益
追
求
を
目
的
と
し
た

様
々
な
外
交
術
策
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

で
、
吉
田
の
外
交
手
腕
に
磨
き
を
か

け
る
場
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

そ
の
後
、
ロ
ン
ド
ン
総
領
事
館（
領

事
官
補
）、
イ
タ
リ
ア
大
使
館（
三
等

書
記
官
）へ
と
転
任
し
、
大
正
元
年

に
は
安
東
領
事
を
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
安
東（
現
・
中
国
遼
寧
省
丹
東
）

は
朝
鮮
と
の
国
境
で
あ
る
鴨
緑
江
に

面
し
た
場

所
で
す
。

吉

田

は

奉
天
時
代

に
陸
軍
大

臣
・
寺
内

正
毅
の
知

遇
を
得
て

い
た
こ
と

か
ら
、
朝

鮮
総
督
で
あ
る
寺
内
に
対
す
る
外
務

省
の
接
伴
役
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
寺
内
は
何
事
に
も
物
怖
じ
し
な

い
吉
田
の
性
格
を
大
変
可
愛
が
り
、

吉
田
も
寺
内
の
親
切
心
か
ら
生
じ
る

厳
格
さ
と
、
時
折
見
せ
る
無
邪
気
な

一
面
を
敬
慕
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

余
談
で
す
が
、
寺
内
は
大
正
７
年
に

大
磯
に
別
邸
を
構
え
て
い
ま
す
。 

　
大
正
５
年
、
寺
内
が
総
理
大
臣
に

就
任
す
る
と
、
吉
田
も
東
京
に
呼
び

出
さ
れ
、
寺
内
か
ら
直
に
秘
書
官
就

任
の
要
請
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し

吉
田
は
「
総
理
大
臣
な
ら
つ
と
ま
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
秘
書
官
は
と

て
も
つ
と
ま
り
ま
せ
ん
」（『
回
想
十

年
』
第
四
巻
）と
返
答
し
、
秘
書
官

の
職
を
棒
に
振
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

間
も
な
く
ワ
シ
ン
ト
ン
大
使
館
勤
務

を
命
じ
ら
れ
ま
す
が
、
安
東
在
勤
時

代
に
対
華
二
十
一
ヶ
条
要
求
に
反
対

論
を
唱
え
た
こ
と
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
結
局
は
文
書
課
長
心
得
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
左
遷
と
も
い
え
る
こ

の
人
事
を
不
満
に
思
っ
て
い
た
吉
田

は
、
当
時
の
外
務
次
官
・
幣
原
喜
重

郎
の
呼
鈴
を
無
視
す
る
な
ど
し
て
次

官
に
楯
つ
い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め

か
、
本
省
勤
務
は
長
続
き
せ
ず
、
大

正
７
年
に
済
南
領
事
に
任
命
さ
れ
ま

す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館 

　
学
芸
員（
臨
時
職
員
）　
曽
根
田 

　
☎
（
61
）４
７
０
０ 

４ 

　
写
真
撮
影
／
吉
岡
専
造
氏 

　
旧
吉
田
茂
邸
の
再
建
の
意
義
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
た
め
、 

神
奈
川
県
・（
財
）吉
田
茂
国
際
基
金
／
西
武
鉄
道（
株
）と
の
共
催
で 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

　
２
月
５
日（
金
） 

　
14
時
〜
17
時（
開
場
13
時
30
分
〜
） 

【
場
所
】 

　
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂 

　
赤
瑛
の
間（
東
京
都
千
代
田
区
） 

【
内
容
】 

・
基
調
講
演 

　
五
百
籏
頭
眞
氏（
防
衛
大
学
校
長
） 

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

　
柴
田
紳
一
氏（
國
學
院
大
學
准
教

授
）、
五
百
籏
頭
眞
氏
、
松
沢
成

文
県
知
事 

【
参
加
費
】 

　
無
料 

【
申
込
方
法（
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
話
）】 

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
込
み
の
場
合

は
、
参
加
希
望
者
全
員
の
　 

　
①
住
所 

　
②
氏
名（
在
住
市
町
村
名
の
み
） 

　
③
電
話
番
号 

④
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
名
称（
吉
田

茂
と
大
磯
の
歴
史
的
魅
力
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
） 

　
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

・
電
話
に
よ
る
申
込
み
も
可
能
で
す
。 

【
申
込
期
限
】 

　
１
月
20
日（
水
） 

【
定
員
】 

　
２
５
０
名 

※
申
込
者
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

 

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

　
神
奈
川
県
都
市
整
備
公
園
課 

都
市
公
園
計
画
班 

☎
045（
210
）６
２
１
８ 

　
045（
210
）８
８
８
３ 

お
う
り
ょ
く
こ
う 

さ
い
な
ん 

FAX

い
　
お
　
き
　
べ
ま
こ
と 
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有限会社金丸電設 
代表取締役　金丸　幸男 

匿名 

齋藤　正淳 

梶本　孝雄 

中村　信之 

浜田　育孝 

谷　弘彬 

厚木市消防本部職員一同 

佐藤　里紗 

植田　光子 

淡路　英雄 

日原　一昭 

匿名 

匿名 

新宅　文雄 

加藤　智江子 

大磯ロータリークラブ 

仲手川　茂 

京極　高藤 

神奈川県湘南地域県政 
総合センター有志一同 

神奈川県平塚土木事務所 

職員有志一同 

大脇　芳朗 

雑賀　芳紀 

森　照夫 

匿名 

匿名 

関野　好一 

小諸ロータリークラブ 

志木ロータリークラブ 

熊澤　繁子 

小田原市 
 

大磯町 

東京都世田谷区 

東京都品川区 

埼玉県熊谷市 

大阪府八尾市 

東京都世田谷区 

※※※※※※ 

藤沢市 

長崎県長崎市 

※※※※※※ 

東京都板橋区 

東京都港区 

大磯町 

大磯町 

東京都あきる野市 

大磯町 

大磯町 

鎌倉市 

平塚市 
 

平塚市 
 

岐阜県中津川市 

大磯町 

大磯町 

大磯町 

大磯町 

大磯町 

長野県小諸市 

埼玉県志木市 

大磯町 

氏名（名称） 住所（所在地） 寄附金額 

¥50,000 
 

¥10,000 

¥100,000 

※※※※※ 

¥20,000 

¥20,000 

¥10,000 

※※※※※ 

¥5,000 

¥10,000 

¥10,000 

¥5,000 

¥10,000 

¥120,000 

¥300,000 

¥10,000 

¥500,000 

¥10,000 

¥30,000 

¥48,400 
 

¥30,000 
 

¥100,000 

¥10,000 

¥20,000 

¥10,000 

¥10,000 

¥50,000 

¥39,000 

¥24,000 

¥30,000

加藤　慎一 

万野　芳雄 

楯　鐐一 

匿名 

落合　清子 

匿名 

共立建設株式会社 

山口　昇士 

鈴木　丁子 

鈴木　孝雄 

中津川市議会議員互助会 

安部川　孝吉 

小野　義博 

大久保　利泰 

佐藤　邦康 

橋本　徹 

大磯ロータリークラブ 

匿名 

石橋　太郎 

吉　　恵子 

文野　千年男 

川村　暢敬 

近藤　晶一 

サクラグローバルホールディング 
株式会社　松本　謙一 

河村　泰造 

植田　光子 

匿名 

小林　一男 

伊藤　利雄 

伊藤　友治 

※※※※※※ 

大阪府枚方市 

岐阜県中津川市 

大磯町 

※※※※※※ 

大磯町 

東京都渋谷区 

箱根町 

大磯町 

大磯町 

岐阜県中津川市 

大磯町 

横須賀市 

※※※※※※ 

大磯町 

※※※※※※ 

大磯町 

大磯町 

大磯町 

平塚市 

東京都練馬区 

※※※※※※ 

大磯町 

※※※※※※ 
 

東京都大田区 

長崎県長崎市 

大磯町 

大磯町 

大磯町 

大磯町 

氏名（名称） 住所（所在地） 寄附金額 

※※※※※ 

※※※※※ 

※※※※※ 

※※※※※ 

※※※※※ 

¥50,000 

※※※※※ 

¥50,000 

¥30,000 

¥100,000 

¥30,000 

¥30,000 

¥100,000 

※※※※※ 

¥10,000 

※※※※※ 

¥6,032 

¥10,000 

¥10,000 

※※※※※ 

¥10,000 

※※※※※ 

¥10,000 

※※※※※ 
 

※※※※※ 

¥10,000 

¥50,000 

¥10,000 

¥500,000 

¥50,000

  （寄附受付順、敬称略） 

11月24日現在、総額29,669,896円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。 

◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243

※上記のほか、24名の方から計165,300円のご寄附をいただいて 

　おります。 

 
島村　行成  
 
 
石井　道朗 

＜課長級＞ 
環境経済課長 
（環境美化センター所長兼務） 
 
環境経済課主幹 
（農業委員会事務局長兼務） 

 
環境経済課長 
（環境美化センター所長兼務、 
　農業委員会事務局長兼務） 
環境経済課主幹 

新 旧 氏　名 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
１ 

町
職
員

 

人
事
異
動

 

（
平
成
２１
年
１２
月
１
日
付
） 
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所
得
税
の
還
付
申
告
は
１
月
か
ら
！ 

個
人
住
民
税
に
お
け
る 

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て 

 
　
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
医
療
費
控
除
・
住
宅
借
入 

金
等
特
別
控
除
な
ど
）
を
１
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
２
月
中 

旬
以
降
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

所
得
税

所
得
税
・
消
費
税
確
定
申
告
の

消
費
税
確
定
申
告
の 

事
前
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

事
前
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て 

所
得
税
・
消
費
税
確
定
申
告
の 

事
前
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て 

▼
日
に
ち
・
場
所 

▼
時
間 

・
申
告
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス 

　
９
時
〜
17
時 

・
書
類
の
配
布
・
提
出
の
み 

　
８
時
30
分
〜
17
時 

▼
申
告
・
納
付
期
限 

・
所
得
税
・
贈
与
税 

　
３
月
15
日（
月
）  

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税 

　
３
月
31
日（
水
） 

  

　
平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
書
を
パ

ソ
コ
ン（
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ

ー
等
の
利
用
）で
作
成
し
て
提
出
さ

れ
た
方
の
う
ち
、
翌
年
以
降
も
確
定

申
告
書
が
必
要
な
方
に
は
、
申
告
書

の
送
付
に
代
わ
っ
て
「
ハ
ガ
キ
」
に

よ
り
平
成
21
年
分
の
確
定
申
告
書
に

必
要
な
情
報
を
１
月
下
旬
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
平
塚
税
務
署
　
☎
（
22
）１
４
０
０ 

※
所
得
税
の
申
告
書
等
は
１
月
末
よ

り
町
税
務
課
窓
口
で
も
配
布
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
21
〜
25
年
ま
で
の
間
に
居
住

し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
た
方
で
所
得
税
に
お
い
て
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
場
合

は
、
翌
年
度
の
町
県
民
税
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。 

▼
控
除
額 

　
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
額 

①
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能

額
の
う
ち
所
得
税
に
お
い
て
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
額 

②
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等
の

額
に
５
％
を
乗
じ
て
得
た
額（
上

限
９
７
，５
０
０
円
） 

▼
申
告
方
法 

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け

る
方
は
税
務
署
で
所
得
税
の
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

町
へ
の
申
告
は
不
要
で
す
。 

※
平
成
11
〜
18
年
ま
で
に
居
住
し
た

方
が
対
象
の
「
税
源
移
譲
に
伴
う

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
も
、
21
年
分

か
ら
町
へ
の
申
告
は
不
要
と
な
り

ま
す
。 

 
◎
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
３
・
２
５
４ 

 

固
定
資
産
税
の 

　
申
告
・
届
出
は
忘
れ
ず
に 

　
毎
年
１
月
１
日
に
土
地
・
家
屋
な
ど
を
所
有
し
て
い
る 

方
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
固
定
資
産
税
の
申
告
・ 

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

・
相
続
や
贈
与
な
ど
に
よ
り
土
地
・

家
屋
の
納
税
義
務
者
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合 

・
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
の

に
変
更
し
て
い
な
い
場
合 

・
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合 

・
住
宅
用
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る

方
で
平
成
21
年
中
に
家
屋
を
新
築

さ
れ
た
場
合 

・
土
地
や
家
屋
の
使
用
用
途
を
変
更

さ
れ
た
場
合 

　
償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

は
、
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の

状
況
に
つ
い
て（
資
産
の
種
類
・
取
得

価
格
・
取
得
時
期
・
耐
用
年
数
等
）、

２
月
１
日（
月
）ま
で
に
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
次
に
該
当
す
る

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

・
税
務
会
計
に
お
い
て
、
耐
用
年
数

１
年
未
満
ま
た
は
取
得
価
格
が
10

万
円
未
満
の
償
却
資
産
で
、
法
人

税
法
等
の
規
定
に
よ
り
一
時
に
損

金
に
算
入
さ
れ
た
も
の 

・
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
減
価

償
却
資
産
で
、
事
業
年
度
ご
と
に

一
括
し
て
３
年
間
で
償
却
す
る
場

合 
            

　
耐
震
改
修
し
た
住
宅
の
固
定
資
産

税
の
減
額
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

伴
う
減
額
、
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
減

額
、
長
期
優
良
住
宅
に
か
か
る
特
例

措
置
に
つ
い
て
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
５
・
２
５
６ 

※
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人 

　
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し 

　
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た 

　
め
に
所
有
し
て
い
る
機
械
・
器 

　
具
・
備
品
な
ど
で
、
他
の
税 

　（
自
動
車
・
軽
自
動
車
税
等
）の 

　
対
象
と
な
ら
な
い
有
形
固
定
資 

　
産
を
い
い
ま
す
。 

償
却
資
産
の
申
告
は 

　
　
　
2
月
１
日
ま
で
に 

そ
の
他 

申告 

届出 

　
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム（
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
、
申
告
・
納
税

等
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
利

用
に
は
事
前
の
登
録
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
　 

　
詳
し
く
は
税
務
署
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。 

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.nta.go.jp/ 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
平
塚
税
務
署 

　
☎
（
22
）１
４
０
０ 

日にち 場所 

1/4～1/22 
3/26～ 

平塚税務署 
内会場 

1/25～3/25 
※土・日・祝日 
は除く。ただ 
し、2/21（日）、 
2/28（日）は開 
催。 

平塚駅ビル 
６Ｆラスカ 
ホール 

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ 

の 

　
　
　  

ご
利
用
を
！ 
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　湘南地域共通のテーマである「観光」 
について、基調講演や意見発表などを行 
いますので、ぜひお越しください。 
　と　き　２月13日（土）　13：30～16：30　（開場13：00） 
　ところ　大磯プリンスホテル　プリンスホール 
　内　容　（1）基調講演　（2）意見発表　（3）会場討論 
　定　員　300人（申込制） 
　申込方法　電話またはファックスで、住所、氏名、性

別、電話番号をお伝えください。 
　その他　詳細は全戸回覧のチラシをご覧ください。 
　費　用　無料 
　問・申　県湘南地域県政総合センター企画調整課　 
　　　　　☎（22）2711内線2112　Fax（23）0599

　
11
月
15
日（
日
）・
22
日（
日
）の

両
日
、
馬
場
町
内
会
の
み
な
さ
ん

に
よ
り
、「
老
人
憩
の
家
」
屋
上

フ
ェ
ン
ス
の
塗
り
替
え
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
当
日
は
多
く
の
方
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
施
設
が
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。 

　
ご
協
力
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７ 

 

　
２
月
１
日
を
基
準
日
に
、
世
界
農

林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
農
林
業
の

生
産
構
造
、
就
業
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
農
山
村
の
実
態
を

総
合
的
に
把
握
し
、
農
林
行
政
の
企

画
・
立
案
・
推
進
の
た
め
の
基
礎
資

料
を
作
成
し
、
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
５
年
ご
と
に
行
う
調
査
で

す
。 

　
調
査
の
対
象
と
な
る
農
林
業
を
営

む
世
帯
等
に
は
、
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
　 

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７ 

馬
場
町
内
会
で
会
館
を
修
繕 

2010年 

世界農林業 
センサス に 
ご協力ください!!

湘南地域 
県民討論交流集会 

湘南地域 
県民討論交流集会 

　内容　受付、清掃などの軽作業が出来る方 
　条件　65歳くらいまでの方 
　（毎月のローテーションによる勤務） 
　採用予定期間　４月から１年間 
　採用予定数　若干名 
　受付期間　１月29日（金）まで※郵送での提出可 
　提出書類　市販の履歴書（写真貼付）１通 
　その他　募集受付期間終了後、面接日時等を連
絡します。勤務内容、給与等その他詳細につい
ては、お問い合わせ下さい。 
 
◎問い合わせ　生涯学習課　☎内線323

　生涯学習館の受付や清掃作業 

などを行う臨時職員を募集します。 

 

広
告 幼児クラス 幼児クラス 幼児クラス 他 他 他 

（3才～） 

無料体験受付中 無料体験受付中 

P

広告 

一般教室 
教　科：算数・数学・英語・国語 
学習日：月・火・木・金のうち２回 

大磯小前教室 
(大磯小正門徒歩１分)

土曜日 10：00～11：30

▲屋上フェンスの下地作業をする町内会の方々 
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普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ 

第
2
分
団
消
防
車
を
更
新 

　
新
春
を
迎
え
、
消
防
職
員
、
団
員

の
士
気
高
揚
と
職
務
遂
行
へ
の
決
意

を
新
た
に
、
防
火
思
想
の
普
及
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
消
防
出
初
式

を
開
催
し
ま
す
。 

　
当
日
は
、
消
防
車
両
部
隊
の
観

閲
、
消
防
業
務
に
係
る
表
彰
及
び
感

謝
状
の
贈
呈
、
消
防
団
員
・
大
磯
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
演
技
等
を

行
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
１
月
10
日（
日
）午
前
10
時

〜 

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
運
動
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド（
雨
天
時
は
、
国
府

小
学
校
体
育
館
） 

     

　
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
等
の
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
講

習
会（
普
通
救
命
講
習
）を
開
催
し
ま

す
。 

　
呼
吸
や
脈
拍
が
な
く
な
り
、
生
命

の
危
機
に
瀕
し
た
人
を
救
う
た
め
に

は
、
迅
速
な
１
１
９
番
通
報
と
応
急

手
当
が
必
要
で
す
。
身
近
な
人
の
命

を
救
う
た
め
、
勇
気
を
持
っ
て
応
急

手
当
が
で
き
る
よ
う
救
命
講
習
へ
参

加
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
と
き
　
２
月
20
日（
土
） 

　
９
時
〜
12
時 

▼
と
こ
ろ
　 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室 

▼
内
容
　 

　
応
急
手
当（
Ａ
Ｅ
Ｄ
／
自
動
体
外

式
除
細
動
器
を
含
む
） 

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方 

▼
定
員
　
20
名（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。） 

▼
そ
の
他
　
費
用
は
無
料 

 

 

　
昨
年
11
月
22
日
に
、
町
長
、
副
町

長
、
議
会
議
員
、
町
内
会
役
員
の

方
々
が
出
席
さ
れ
、
消
防
団
第
２
分

団（
山
王
町
・
東
町
・
長
者
町
）へ
の

引
渡
し
式
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
災
害
等
に
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
日
々
訓
練
、
研
鑽
を
積
み

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。 

            
　
老
朽
化
に
よ
り
消
防
署
の
広
報
車

を
廃
車
し
て
、
新
た
に
指
揮
車
を
配

備
し
ま
し
た
。
こ
の
車
両
は
、
災
害

現
場
で
指
揮
本
部
を
設
営
す
る
た
め

の
資
機
材
が
積
載
さ
れ
、
消
防
活
動

を
円
滑
に
行
う
た
め
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。 

　
消
防
署
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
日
々

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
訓
練
、
研
鑽
を
積
み
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
消
防
署
　
☎
（
61
）０
９
１
１ 

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

№68

 

城
山
公
園
　
　
　
　
　
　 

も
み
じ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

 

　
11
月
21
日
土
曜
日
か
ら
、
29
日
日

曜
日
ま
で
、
県
立
大
磯
城
山
公
園
で

も
み
じ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
か
い
さ

い
さ
れ
ま
し
た
。 

          

　
不
動
池
の
周
辺
の
も
み
じ
が
、
た

く
さ
ん
の
光
を
あ
び
て
夜
の
池
に
美

し
く
、
う
つ
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
通
路
に
は
、
竹
で
作
ら
れ
た
「
と

う
ろ
う
」
が
お
と
ず
れ
た
人
達
の
心

を
な
ご
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
私
は
家
が
と
て
も
近
く
て
、
よ
く

城
山
公
園
に
行
き
ま
す
が
、
夜
の
城

山
公
園
は
ひ
と
味
ち
が
い
ま
す
。 

　
最
近
は
、
と
て
も
さ
む
く
、
外
に

出
る
き
か
い
が
無
い
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
温
か
い
服
装
を

し
て
、
城
山
公
園
の
自
然
を
見
に
来

て
下
さ
い
。
冬
の
自
然
も
と
て
も
す

ば
ら
し
い
で
す
。
（
内
海
帆
奈
美
） 

 

カ
ラ
フ
ル
な
マ
ン
ホ
ー
ル 

 

　
先
日
、
大
磯
駅
の
近
く
を
歩
い
て

い
た
時
、
カ
ラ
フ
ル
な
マ
ン
ホ
ー
ル

を
見
つ
け
ま
し
た
。 

　
初
め
て
見
た
時
、「
地
面
に
絵
が

描
か
れ
て
い
る
の
か
な
ぁ
。」
と
思

い
ま
し
た
が
、
よ
く
見
る
と
、
マ
ン

ホ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。 

　
調
べ
て
み
る
と
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

大
磯
の
海
と
町
の
鳥
「
カ
モ
メ
」
と
、

町
の
木
「
さ
ざ
ん
か
」・「
ク
ロ
マ
ツ
」

で
し
た
。 

　
カ
ラ
ー
の
マ
ン
ホ
ー
ル
は
あ
ま
り

見
か
け
な
い
の
で
、
見
つ
け
る
と
ラ

ッ
キ
ー
で
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
探
し
て
み

て
下
さ
い
!!
　
　
（
岩
渕
絵
里
花
） 

           

◎
問
い
合
わ
せ 

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７ 

▲探してみよう！このマンホール 

▲竹でつくられた「とうろう」の通路 

※
当
日
は
、
午
前
８
時
に
サ
イ
レ 

　
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
火
災
等
と 

　
間
違
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し 

　
ま
す
。 

▲昨年の出初式のようす 

▲消防団第２分団への引渡し式のようす 

▲ＡＥＤの取扱い 

方法を実習　 

指
揮
車
を
配
備 



図書館の休館日 
　1月／1～3・4・7・12・18・25日 

郷土資料館の休館日 
　1月／1～3・4・5・12・18・25日 
 

図書館・郷土資料館 図書館・郷土資料館 図書館・郷土資料館 り だ よ り だ よ 

図
書
館
情
報 

◎
図
書
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・ 

　
申
し
込
み
　
☎
（
61
）３
０
０
２ 

郷
土
資
料
館
情
報 

◎
郷
土
資
料
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・ 

　
申
し
込
み
　
☎
（
61
）４
７
０
０ 
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今
年
は
寅
年
で
す 

　
干
支
の
本
　
大
特
集
し
ま
す 

 

　
今
年
は
寅（
と
ら
）年
。 

十
二
支
で
は
、
三
番
目 

に
あ
た
り
、
漢
字
で
表 

記
す
る
と
、「
虎
」
ま
た 

は
「
寅
」
と
な
り
ま
す
。 

　
大
磯
町
で
は
、
「
と
ら
」
と
言
え
ば
、

虎
御
前
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
虎
は
『
曽
我
物
語
』
で
有
名
な

曽
我
十
郎
の
恋
人
で
す
。
「
寅
の
年
寅
の

日
寅
の
時
」
に
出
生
し
た
た
め
、
三
虎
御

前
と
い
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
考
『
お
お
い
そ
の
歴
史
』（
大
磯
町
）、

『
十
二
支
動
物
の
話
』（
井
本
英
一
） 

 

◎
「
と
ら
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
本
の
展
示 

　
話
題
の
本
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
「
と
ら
」

に
関
し
た
本
を
展
示
し
て
貸
出
し
を
し
ま

す
。 

　
『
虎
！
虎
！
』（
モ
フ
タ
ル
・
ル
ビ
ス
／

著
）、『
虎
を
求
め
て
』（
戸
川
幸
夫
／
著
）、 

『
虎
が
消
え
る
日
』（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
イ

ヴ
ズ
／
著
）ほ
か 
 

◎
虎
年
生
ま
れ
の
作
家
を
特
集 

　
年
男
・
年
女
の
作
家
に
は
、
芥
川
賞
作

家
、
町
田
康
・
小
川
洋
子
、
俳
人
の
黛
ま

ど
か
、
歌
人
の
俵
万
智
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
作
家
の
工
藤
美
代
子
・
吉
永
み
ち
子
、

絵
本
作
家
で
も
あ
る
佐
野
洋
子
、
日
本
Ｓ

Ｆ
の
先
駆
け
世
代
の
平
井
和
正
や
豊
田
有

恒
、
時
代
小
説
家
の
早
乙
女
貢
・
戸
部
新

十
郎
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
い
ま
す
。 

　
虎
年
生
ま
れ
の
作
家
の
特
集
図
書
も
、

特
設
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て
、
貸
し
出
し

を
し
ま
す
。 

 

ま

ち

の

ギ

ャ

ラ

リ

ー

 
 

◎
第
9
回
府
川
泉
処
書
塾
　
書
＆
土
鈴 

▼
と
き
　
１
月
５
日（
火
）午
後
１
時
〜
16

日（
土
）午
後
５
時
ま
で
、
平
日
は
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
50
分
、
土
日
祝
日
は

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー 

▼
内
容
　
干
支（
と
ら
）の
書
と
土
鈴 
            

　
昨
年
12
月
６
日
ま
で
企
画
・
開
催
し
ま

し
た
伊
藤
博
文
没
後
100
年
記
念
展
「
滄
浪

閣
の
時
代
」
で
は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
来

館
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
本
年
も
新
た
な
企
画
展
で
、
皆
さ
ん

の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

食
育
へ
の
取
り
組
み 
  

食
育
と
は
…
？ 

　
食
育
基
本
法
で

は
、
「
食
育
」
を

次
の
よ
う
に
位
置

付
け
て
い
ま
す
。 

●
生
き
る
う
え
で
の
基
本
で
あ
っ
て
教

育
の
三
本
の
柱
で
あ
る
知
育
、
徳

育
、
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も

の
。 

●
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
食
に
関
す
る

知
識
と
食
を
選
択
す
る
力
を
習
得

し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
。 

 

　
食
べ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
や
食
品
の
選
び
方
、
食
文
化

の
伝
承
、
食
料
生
産
な
ど
、
食
に
関
わ

る
全
て
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
り
学

ん
だ
り
す
る
こ
と
を
食
育
と
い
い
ま

す
。 

 

な
ぜ
食
育
が
必
要
な
の
か
？ 

　
豊
か
な
食
生
活
が
送
れ
て
い
る
一
方

で
、
不
規
則
な
食
事
、
生
活
習
慣
病
の

増
加
、
食
の
安
全
と
安
心
へ
の
脅
威
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。 

　
食
べ
物
が
い
つ
で
も
簡
単
に
手
に
入

る
よ
う
に
な
っ
た
分
、
食
を
楽
し
み
、

大
切
に
思
う
気
持
ち
を
忘
れ
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

大
磯
町
食
育
推
進
計
画 

　
町
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
す
こ

や
か
に
、
心
豊
か
に
生
き
る
た
め
の

「
食
べ
る
力
」
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
計
画
で
は
「
望
ま
し
い
食
の
知

識
や
習
慣
の
普
及
」「
食
を
大
切
に
し
、

食
を
楽
し
む
心
の
育
成
」
「
地
産
地
消

の
推
進
」「
食
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
な
ど
、
社
会
全
体
が
連
携
し

て
、
食
に
対
し
て
関
心
を
持
て
る
よ
う

な
取
組
み
を
進
め
ま
す
。 

 

旬
の
も
の
を
食
べ
よ
う 

　
最
近
は
栽
培
技
術
の
発
達
に
よ
り
、

一
年
中
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
野
菜
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
旬
の
食

材
は
栄
養
価
も
高
く
、
新
鮮
な
も
の
が

手
に
入
り
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
食
卓
の
話
題
に
も
な
り
ま
す
。 

　
町
で
は
、
地
元
で
と
れ
る
旬
の
食
材

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
『
広
報
お
お
い
そ

の
た
べ
ご
ろ
レ
シ
ピ
』
で
ご
紹
介
す
る

他
、
食
育
セ
ミ
ナ
ー
や
体
験
教
室
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
身
近
な
こ
と
、
で
き
る
こ
と
か

ら
、
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　 

　
栄
養
士
　
工
藤
　
☎
内
線
３
１
０ 

▲とらの土鈴 
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　節目年齢の方を対象に8月末に送付した、無料で受診できるクーポ 

ン券の有効期間が迫っています。該当し未使用の方は、ぜひこの機会 

に受診をおすすめします。 

【無料クーポン券送付対象】（平成21年4月1日時点での年齢） 
　○子宮頚がん：満20、25、30、35、40歳の女性 

　○乳がん：満40、45、50、55、60歳の女性 

 

 

クーポン券による子宮頚がん・乳がん検診は 
お済ですか？ 

し　きゅうけい　　　　　　にゅう 

～歴史と地場産物を味わおう～ 
　町にゆかりのあるサフランの歴史

にまつわる話を聞き、大磯でとれた

食材を使った料理を試食しましょう。 

　とき　1月29日(金) 
　10:30～12:00(保育あり) 

　ところ　保健センター1階保健指
導室 

　定員・参加費　50人、無料 
　申込締切　1月22日(金)まで 
　・　　スポーツ健康課 

　☎内線310

食育セミナー 
発見！大磯の味  

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 　離乳食の進め方や作り方でお悩み

のお母さん、お父さん。ラクして楽

しく離乳食をつくりましょう。 

　とき 
　スタートコース：2月4日(木) 

　ステップアップコース：1月7日

(木)、3月4日(木) 

　13:15～15:30(保育あり) 

　ところ　保健センター1階保健指
導室 

　対象　4～12か月児の保護者、
妊娠中の方 

　定員　各回15人 
　持物　エプロン(ステップアップ
コースのみ）、筆記用具 

　申込締切　各開催日の 2日前ま 
　で。定員になり次第締切ります。 

　・　　スポーツ健康課 

　☎内線310

離乳食づくり教室 

▼
 

▼
 
▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　骨太体操4日間の集中講座です。

あなたのあいている時間を骨太ボラ

ンティアとして活動しませんか。 

　とき　1月28日、2月4日、18
日、25日の全4日間(いずれも木

曜日)　10:00～11:30 

　ところ　保健センター研修室 
　定員・参加費　15人、無料 
　対象　何らかのスポーツを1年以
上経験した方（ウォーキングも可） 

　持物　タオル、飲み物、動きやす
い服装 

　申込締切　1月22日(金)まで 
　・　　スポーツ健康課 

　☎内線310

いきいきエクササイズ 
(骨太体操ボランティア養成講座)

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　筋力トレーニングと有酸素運動を

組み合わせた効果的な運動、健康的

な食習慣を身につけ、脱メタボ！を

目指しましょう。 

　とき　1月20日、27日、2月3
日、10日、17日(全5回) いずれ

も水曜日　9:30～11:30 

　ところ　保健センター研修室 
　対象　70歳未満で筋力トレーニ
ングが可能な方 

　定員・参加費　15人、無料 
　持物　飲み物、タオル 
　服装　運動ができる服装 
　申込締切　1月15日(金)まで 
　（定員になり次第締切ります） 

　・　　スポーツ健康課 

　☎内線310 
 

脱メタボ！ 
筋力トレーニング教室 

▼
 

▼
 

　
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

情報コーナー 情報コーナー 情報コーナー 　　問い合わせ 

　　申込み 

問 

申 

広報おおいそ　平成22年（2010年）1月 

集団検診のお知らせ 集団検診のお知らせ 

～有効期限は2月28日まで～ 
 

　病気や障害をお持ちの方のご家族

が、病気や障害への理解を深め合う

とともに、同じ悩みを話し合える場

です。 

　とき　1月19日(火) 
　13:30～15:30 

　ところ　平塚保健福祉事務所 
　内容　「医療機関とのかかわり」 
　　平塚保健福祉事務所 

　☎(32)0130　内線274

精神保健家族教室 

▼
 ▼
 
▼
 

問 

　「食品表示を読み解く」をテーマ

に、いろいろな原材料名が記載され

ている食品表示の意図を解説します。 

　とき　2月1日(月) 
　10:00～11:30 

　ところ　町保健センター研修室 
　講師　小清水　正美氏（食と農の
応援団） 

　対象・定員・参加費　町内在住・、
在勤・在学の方、50人（申込み

制）、無料 

　申込締切　1月22日(金)まで 
　・　　町民課　☎内線237

大磯町消費生活講座 

▼
 

▼
 
▼
 ▼
 
▼
 

問 申 

　とき　1月20日(水)、2月6日(土) 
　ところ　保健センター研修室 
※両日とも、定員まで余裕がありますので、お申し込みください。 

　　スポーツ健康課　☎内線310

▼
 ▼
 

問 
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　手話を通して互いに理解しあうこ

との大切さを学び、子育てのヒント

を一緒に探してみませんか。 

　とき　2月4日(木) 
　10:00～11:30 

　ところ　生涯学習館 
　講師　手話サークル「磯の会」 
　対象　幼児の保護者や家族30人 
　託児　小さなお子さんの託児を希
望する場合は、事前にお申し込み

下さい。 

　申込み　電話で1月12日(火)から 
　・　　生涯学習課　☎内線323

ファミリー教室 
～手話を体験～  

▼
 

▼
 
▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　新成人を祝って「成人式」を開

催します。 

　式典に引き続き、実行委員会の

企画、運営による新成人記念のつ

どい（ティーパーティー）も行いま

す。 

　皆さんの出席をお待ちしており

ます。 

　とき　1月11日(祝) 
　(受付午後0時50分～) 

　午後1時30分～午後3時30分 

　ところ　大磯プリンスホテル　
国際会議場 

※当日欠席された方にも記念品を

お渡ししますので、1月22日

(金)までに教育委員会生涯学習

課(土・日・祝日を除く午前8時

30分～午後5時15分)にご連絡

ください。 

　　生涯学習課　☎内線323

▼
 

▼
 

問 問 申 

　精神障害の方に効果的なプログラ

ムについて、講演会を開催します。 

　とき　1月31日(日) 
　13:30～16:00 

　ところ　ひらつか市民活動センター 
　対象　心の病を持つ方、ご家族、
福祉関係者 

　・　　湘南社会復帰協会 

　☎(31)2750

ACT (包括型地域生活  
支援プログラム）講演会 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　学校法人同志社の創立者、新島襄

の終焉の地である本町で、同志社創

立135周年記念講演会を開催します。 

　とき　1月23日(土) 
　15:00～16:00 

　ところ　福祉センターさざれ石 
　テーマ　「新島襄の人と思想」 
　講師　学校法人同志社理事長　野
本真也氏 

　参加費　無料 
　・　　学校法人同志社　同志社創

立135周年記念事業委員会 

　☎075(251)3026

「大磯新島講座」 
～終焉の地において～  

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 
▼
 

問 申 

　大磯・国府中学校2年生の代表グ

ループが、英語の授業などで練習し

た英文を発表します。 

　とき　1月30日(土) 
　13:30～15:30 

　ところ　保健センター研修室 
　　子ども育成課　☎内線325

第15回大磯町  
中学生英文朗読大会  

問 

　パソコンソフト「ワード」で、文

書づくりやあなただけのオリジナル

名刺を作成してみましょう。 

　とき　2月5日、12日、19日、
26日(いずれも金曜日)各回とも 

　9 :30～12:00 (全日出席できる方) 

　ところ　生涯学習館(高麗) 
　講師　ＮＰＯ法人ＩＴ大磯 
　対象　町内在住の成人15人 
　参加料　530円(テキスト代) 
　持ち物　筆記用具 
　その他　パソコンは、生涯学習館
のものを使用します。 

　申込み　電話で1月5日(火)から
(先着順) 

　・　　生涯学習課　☎内線323

パソコン講座「中級編」 
受講者募集  

▼
 ▼
 ▼
 ▼
 ▼
 ▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

▼
 
▼
 

　小・中学校4校の児童生徒が日ご

ろの練習の成果を発表します。 

　とき　1月9日(土) 
　13:10～16:00(開場12:50～) 

　ところ　平塚市民センター 
　　子ども育成課　☎内線325

第51回大磯町  
小・中学校音楽会  

問 

▼
 
▼
 

　県では母子・寡婦・父母のいない

家庭などのお子さんを対象として、

学校へ行く資金（修学資金・就学支

度資金）を貸し付ける制度（母子寡婦

福祉資金）を設けています。 

　修学資金　高等学校、大学、高等
専門学校または専修学校に修学す

るために必要な資金の貸し付け 

　就学支度資金　小学校、中学校、
高等学校、大学、高等専門学校ま

たは専修学校への入学に必要な資

金の貸し付け 

　・　　平塚保健福祉事務所　生活

福祉課　☎(32)0130　内線253

母子・寡婦家庭等への修学 
資金などの貸し付けについて 

▼
 

▼
 

問 申 

▲昨年度に行われた成人式のようす 
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　教育委員会とフリースクールによ

る不登校相談会を開催します。 

　とき　1月30日(土) 
　13:00～16:30 

　ところ　県立青少年センター〔横
浜市西区紅葉ヶ丘9 - 1(桜木町駅

から徒歩約10分)〕 

　内容　フリースクール等活動紹
介・個別相談会　等 

　対象・参加費　不登校児童・生
徒、保護者など、無料 

　主催　神奈川県学校・フリースク
ール等連携協議会、神奈川県教育

委員会 

　　神奈川県教育委員会教育局子ど

も教育支援課　児童生徒指導室　 

　☎045(210)8292 
 

不登校相談会 

▼
 
▼
 
▼
 

▼
 
▼
 

問 

　この研修を受講することで、さら

に3年間資格を継続できます。 

　とき　1月31日(日) 
　13:00～17:00 

　ところ　ふれあい会館3階　大集
会室 

　対象　平成19年 4月以降に救急
法救急員等の資格取得後、2年以

上経過した方で資格の有効期間中

に受講できる方。 

　講師　日赤神奈川県支部指導員 
　定員　30人(町民の方優先、多数
の場合は抽選) 

　参加費　1,000円(教材、保険等) 
　申込方法・締切　封書に住所、氏
名(フリガナ)、生年月日、電話番

号、と『救急法救急員の認定書コ

ピー』を同封し申込。1月18日

(月)必着。 

　　〒255-8555大磯町東小磯183

　日赤大磯町分区宛 

　大磯町災害救護赤十字奉仕団 

　内田宅　☎(61)6151(19～21時)

日赤救急法 
資格継続講習会  

▼
 

▼
 

▼
 ▼
 

▼
 
▼
 
▼
 

問 

がんについて自由に語ろう 
　がんを患いながら在宅で過ごす皆

さんやその家族の方を対象に、「免疫

力を高める工夫」をテーマに講話な

どがあります。 

　とき　1月25日(月) 
　13:30～15:30 

　ところ　保健センター 
　講師　リラクゼーション講師　保
健師　下澤　泉氏 

　・　　スポーツ健康課 

　☎内線310

このゆびとまれ 

▼
 ▼
 
▼
 

問 申 

　お子様から高齢者までどなたにも

楽しめる「スポーツ吹矢」を体験し

てみませんか。 

　とき　1月18日(月) 
　13:30～15:00 

　ところ　岩田記念室内競技場 
　参加費　無料 
　主催　日本スポーツ吹矢協会大磯
支部　 

　・　　こみゅにてー・パティオ海

鈴　富山　☎(61)0476 
 

スポーツ吹矢 
無料体験教室  

▼
 

▼
 ▼
 ▼
 

問 申 

広告 広告 

第1中継所（大磯小) 9：10 

第2中継所（福祉センターさざれ石） 9：20 

第3中継所（昭和産業製作所前） 9：35 

第4中継所（虫窪スポーツ広場） 9：45 

第5中継所（大磯町消防団第9分団） 10：00 

第6中継所（県道・幹線１８号線の交差点先） 10：10 

ゴール　　（運動公園） 10：20

先頭選手到着予定時刻  

第５６回 

1月17日（日）　9:00運動公園スタート 

第５６回 

1月17日（日）　9:00運動公園スタート 

第５６回 

1月17日（日）　9:00運動公園スタート 

大磯一周駅伝大会  大磯一周駅伝大会  大磯一周駅伝大会  

　大磯一周駅伝大会（38チーム参加）を開催します。 
　沿道の皆さんの盛大なご声援をお願いします。また、選手の安全な
走行を確保するた
め、コース上への駐
車はご遠慮下さいま
すようご協力をお願
いします。 
　なお、参加チーム
は町ホームページで
確認できます。 

◎問い合わせ　スポーツ健康課　☎内線324

神経・骨格・筋肉を的確に検査し、無理なく 
年齢症状に合せて、筋肉の緩和操作、背骨・ 
骨盤・各関節の矯正施術をいたします。 
●腰痛 ●首・肩コリ ●頭痛 ●各関節痛 
●内臓痛 ●O脚・スポーツ痛、体質・体型改善、他症状 

「本紙見た」 で 初検料 無料!!

１２/３１ 
　～１/３ 
休診します。 
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スポーツ大会の結果 
結果は町ホームページでも確認いただけます。 

町民武道大会の結果 

　11月に町内各地で実施。 

 

柔道の部 
　幼児の部 
　優　勝　宮田　壮太 
　準優勝　　名　杏子 
　第３位　鈴木　一成 
　小学生低学年の部 
　優　勝　佐藤　舜也 
　準優勝　相原　理希 
　第３位　山口　健誠 
　第３位　和田　拓人 
　小学生中学年の部 
　優　勝　野島　楓 
　準優勝　宮田　駿也 
　第３位　久保田大智 
　第３位　林　　航輝 
　小学生高学年の部 
　優　勝　澤里　音次郎 
　準優勝　林　　祐希 
　第３位　高梨　智弥 
　第３位　川崎　清傳 
　中学生の部 
　優　勝　武藤　誠 
　準優勝　高橋　将太 
　第３位　今泉　秀日 
　高校生・一般の部 
　優　勝　小木曽貴博 
　準優勝　秋元　優平 
　第３位　岩　　史洋 
　第３位　海保　岳 
　女子の部 
　優　勝　熊澤　美音 
　準優勝　力久　萌 
　第３位　二宮　茜 
　受身コンテスト（優秀賞） 
　澤里音次郎、高梨智弥、高橋宏

樹、和田拓人、梅澤朋弘、古谷

朋大 

 

剣道の部 
　小学生低学年の部 
　優　勝　真間　博己 
　準優勝　峯岸　優作 
　第３位　阿部川　江奈 
　小学生高学年の部 
　優　勝　阿部川　辰馬 
　準優勝　真間　勇太 
　第３位　本木　海生 
　一般の部 
　優　勝　岩崎　州彦 
　準優勝　妹尾　邦治 
　第３位　吉川　誠 
　第３位　飯田　昌史 
 

空手道の部 
組手の部 
　小学１、２年生の部 
　優　勝　福井　琢磨 
　準優勝　古瀬　王海 
　第３位　金木　佑太 
　小学３、４年生の部 
　優　勝　清水　天真 
　準優勝　佐藤　郁海 
　第３位　神田　和輝 
　小学５、６年生の部 
　優　勝　河崎　大智 
　準優勝　加藤　大翔 
　第３位　鈴木　康介 
形の部 
　小学１、２年生の部 
　優　勝　福村　祐人 
　準優勝　古尾谷　岳 
　第３位　金木　佑太 
　小学３、４年生の部 
　優　勝　関根　晟史 
　準優勝　清水　天真 
　第３位　神田　和輝 
　小学５、６年生の部 
　優　勝　清水　優真 
　準優勝　鈴木　康介 
　第３位　河崎　大智 

問 

問 

　11月8日(日)、大磯中学校グラ

ウンド、6チーム参加にて実施。 

　優　勝　ウォーターズB 
　準優勝　ダークホース 
　第３位　クエスト 
　　町体育協会ソフトボール部 

　尾崎宅　☎(61)4555

第17回町民秋季 
ソフトボール大会の結果 

第13回町民秋季 
ボウリング大会の結果 

▼  

▼  
▼  

▼  

▼  

▼  

▼  

▼  

　11月26（木）、11月29日（日）、

大磯プリンスホテルボウリングセ

ンターにて実施。 

　一般の部 
　優　勝　柳田　和幸　722点 
　準優勝　添田　智規　701点 
　第３位　佐々木八重　655点 
　ハイゲーム　柳田　和幸　277点 
　シニアの部 
　優　勝　梅田　晴夫　693点 
　準優勝　松下正一郎　681点 
　第３位　謝名アキ子　662点 
　ハイゲーム　松下正一郎　268点 
　　町体育協会ボウリング部 

　石井宅　☎(61)0646

▼  

▼  

第58回秋季議長杯争奪 
野球大会の結果 

　9月6日（日）から11月8日（日）

まで、運動公園野球場、25チー

ムが参加にて実施。 

　Ａクラス 
　優　勝　小餘綾倶楽部 
　準優勝　龍倶楽部 
　第３位　ＶＡＧ 
　Ｂクラス 
　優　勝　山王サンライズ 
　準優勝　ファイターズ 
　第３位　山王倶楽部 
　　町体育協会野球部 

　部長　和田宅　☎(72)2931
問 

▼  

▼  

▼  

▼  

▼  

▼  

▼  
▼  

▼  

▼  

▼  

消防車の出動情報、休日当番医情報は、

こちらで確認をしてください。通常は、

防災情報(内容は毎月変わります。)が聞

けます。　　　　消防署　☎（61）0911問 問 

防災行政無線ダイヤル 
☎（62）1122 

防災行政無線で放送した内容を電話で確

認できます。 

　　防災対策室　☎内線241

消防情報ダイヤル ☎（６１）５１５１ 



22
火事と救急 
11月の出動状況 

消防車… 42件（火災出動 1、救助出動 0、その他出動 41） 
救急車…115件（急病 71、交通事故 14、一般負傷 12、その他 18） 広報おおいそ　平成22年1月 

休日急患診療 
在宅当番医 

1月の日程表 

日 曜 当　番　医 診 療 科 目 所　　在　　地 電　話 

1 

2 

3 

10 

11 

17 

24 

31

金 

土 

日 

日 

月 

日 

日 

日 

二見整形外科 

湘南大磯クリニック 

百合が丘クリニック 

こうの内科・循環器科クリニック 

簑島医院 

さだもとクリニック 

加藤クリニック 

ひよこクリニック 

整・リハ 

内 

内・呼・消・循・麻 

内・呼・消・循・心 

外・内・消・整 

内・消・リウ・アレルギー・小 

内・循・小 

小・内・皮 

二宮町川匂６ 

大磯町東小磯35－3 

二宮町百合が丘2－1－2 

二宮町二宮884－1 

大磯町国府新宿402 

二宮町二宮821－10 

二宮町百合が丘2－4－1 

大磯町大磯1654－3

0465-43-2921 

6 1－ 3 1 0 9  

7 3－ 0 0 8 2  

7 2－ 6 7 0 1  

7 1－ 0 1 8 4  

7 2－ 5 7 3 7  

7 1－ 8 4 4 3  

6 1－ 7 9 6 3

※診療科目以外の診療については、他の医療機関を紹 
　介する場合があります。 

※休日当番医は、都合により変更となる場合がありま 
　すので、事前に消防署へご確認ください。 

◎問い合わせ　大磯町消防署　☎（６１）０９１１　二宮町消防署　☎（７２）００１５ 

　休日当番医は 
町モバイルペー 
ジでも確認でき 
ます。 

http://www.town.oiso.kanagawa.jp/i/

※まず、あなたの主治 
　医の都合を聞いた上 
　でご利用ください。 
診療時間厳守 
　・午前９時～１２時 
　・午後２時～５時 
 

　下町に祭りの由来を尋ねながら、海岸のサイトまで

歩きます。 

　とき　1月16日(土)　15:00～17:00　小雨決行 
　集合場所　大磯駅前　 
　コース　大磯駅～南下町～北下町～長者町～北浜海
岸サイト～北浜海岸付近休憩所　約3km(解散) 

　定員　70名(事前申込) 
　参加費　500円(保険代、資料代含む) 
　その他　左義長は天候に関わらず実施されます。　 
　募集及び申込要項　氏名、住所、電話番号を記入の
上、往復はがきまたはＦＡＸにて。1月7日(木)必

着。(応募者多数の場合抽選) 

　・　　〒255-0003　大磯町大磯960-3 

　はまひるがお内　大磯ガイドボランティア協会　

FAX(67)9085 

　☎080-3429-2145(9:00～17:00)

大磯の左義長(火祭り)を訪ねて 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　セエトの火で焼いたダンゴを食べると風邪をひかな

いと言われています。 

　ダンゴ焼きが楽しめるダンゴセット（竿とダンゴ）を

販売しますので、ぜひご利用下さい。 

　とき　1月16日(土) 
　13:30～　 

　ところ 
　大磯駅前観光案内所 

　販売価格 
　１セット500円 

　販売数 
　300セット 

問　大磯町観光協会（駅前観光案内所）　☎(61)3300

ダンゴを食べて風邪撃退  
▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

大
磯
の
文
化
財 

○ １ 

▲セエトの火でダンゴを焼く人たち 

▲北浜海岸にたてられたサイト 

　
わ
た
し
た
ち
の
大
磯
町
に
は
、
数
多
く
の
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
今
月
号
か
ら
、
連
載（
不
定
期
）で
ご

紹
介
し
ま
す
。 

                   

　
早
朝
に
は
、
町
内
各
地
で
大
竹
や
オ
ン
ベ
竹
、
オ

カ
リ
ヤ
な
ど
に
集
め
ら
れ
た
正
月
の
お
飾
り
や
縁
起

物
を
浜
に
運
ん
で
セ
エ
ト（
サ
イ
ト
）と
呼
ば
れ
る
塔

を
作
り
ま
す
。 

　
午
後
七
時
ご
ろ
に
な
る
と
セ
エ
ト
に
火
が
付
け
ら

れ
、
こ
の
火
で
ダ
ン
ゴ
を
焼
い
て
食
べ
る
と
カ
ゼ
を

ひ
か
な
い
、
燃
や
し
た
書
初
め
が
高
く
舞
い
上
が
る

と
腕
が
上
が
る
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
セ
エ
ト
の
火
が
燃
え
盛
る
頃
、
傍
ら
で
は
ヤ
ン
ナ

ゴ
ッ
コ
と
呼
ば
れ
る
厄
払
い
の
行
事
も
行
わ
れ
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ 

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財 

　
セ
エ
ト
バ
レ
エ

　
セ
エ
ト
バ
レ
エ（
又
は
又
は 

サ
イ
ト
バ
ラ
イ

サ
イ
ト
バ
ラ
イ
）、
ド
ン
ド

、
ド
ン
ド 

焼
き
な
ど
様
々
な
名
で
呼
ば

焼
き
な
ど
様
々
な
名
で
呼
ば 

れ
る
大
磯
の
左
義
長
は
、
古

れ
る
大
磯
の
左
義
長
は
、
古 

い
年
を
清
算
し
て
新
し
い
年

い
年
を
清
算
し
て
新
し
い
年 

を
迎
え
よ
う
と
す
る
小
正
月

を
迎
え
よ
う
と
す
る
小
正
月 

の
火
祭
り
と
道
祖
神
の
祭
り

の
火
祭
り
と
道
祖
神
の
祭
り 

が
密
接
に
結
び
つ
い
た
行
事

が
密
接
に
結
び
つ
い
た
行
事 

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

▼
と
き

▼
と
き
　
１
月

　
１
月
１６
日（
土
）

（
土
） 

▼
と
こ
ろ

▼
と
こ
ろ
　
北
浜
海
岸

北
浜
海
岸 

 　
セ
エ
ト
バ
レ
エ（
又
は 

サ
イ
ト
バ
ラ
イ
）、
ド
ン
ド 

焼
き
な
ど
様
々
な
名
で
呼
ば 

れ
る
大
磯
の
左
義
長
は
、
古 

い
年
を
清
算
し
て
新
し
い
年 

を
迎
え
よ
う
と
す
る
小
正
月 

の
火
祭
り
と
道
祖
神
の
祭
り 

が
密
接
に
結
び
つ
い
た
行
事 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

▼
と
き
　
１
月
１６
日（
土
） 

▼
と
こ
ろ
　
北
浜
海
岸 
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気象情報 
11月 

最高気温 23.7度　　最低気温 5.0度　　平均気温 13.4度 
総雨量　153.0mm広報おおいそ　平成22年1月 

　不用品の登録やあっせんの受付 
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日は除きます） 
○不用品登録状況はホームページでも
ご覧いただけます。 

○交渉は当事者同士でお願いします。 
○連絡をいただいてもすでに取引が成
立している場合もありますのでご了
承ください。 

　　　町民課　☎内線２３７ 

ゆずります! ゆずってください! 

不用品登録情報 

問 

▼
 

教育委員会定例会 

　1月20日(水)　9時～ 

　役場本庁舎　4階第1会議室 

　　子ども育成課　☎内線322 

農業委員会総会 

　1月22日(金)　13時30分～ 

　国府支所2階　会議室 

　　農業委員会　☎内線358

会議開催のお知らせ 

問 

問 

１４日（木） 
１３時～１６時 

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課 

人 権 相 談  憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 

１９日（火） 
１３時～１５時３０分 

福祉センター 
「さざれ石」 

社会福祉協議会 
☎（６１）９３９０ 

平塚保健福祉事務所　☎（３２）０１３０ 

心 配 ご と 相 談  人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談 

毎週月曜日～金曜日 
（ただし、祝日は除きます） 

９時～正午/１３時～１６時３０分 

大磯町教育研究所　教育相談窓口 
（町立小磯幼稚園内）　☎（６０）３６７０ 電 話 教 育 相 談  

不登校・いじめ等　電話・来所相談 
対象…園児・児童・生徒と保護者 

こころの健康相談 
心の悩みや病気で困っている方やその家族を
対象に精神科医が相談を受けます。 
（引きこもりやアルコール等の相談も含む） 

毎週月曜日～金曜日（ただし、祝日は除きます） 
８時３０分～１７時１５分 

大磯町児童虐待相談ホットライン 
（子育て支援室内）　☎（６１）６２１０ 児 童 虐 待 相 談  児童虐待に関する相談 

毎週月曜日～金曜日（ただし、祝日は除きます） 
８時３０分～１７時１５分 

大磯町地域包括支援センター 
☎（６１）９９６６ 高齢者介護相談 高齢者の介護に関する相談 

２１日（木） 
１３時～１６時 行 政 相 談  行政や特殊法人に対する要望や苦情 

１４日（木）、２１日（木） 
１３時～１６時（予約制） 

５日（火） 
１３時３０分～１５時４５分（予約制） 

１３日（水）、１９日（火）、２５日（月） 
１３時３０分～１５時４５分（予約制） 

法 律 相 談  
相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日
常生活の中の法律的な問題 

認 知 症 相談 
（老人性痴呆疾患） 

認知症の治療や対応の仕方について精神
科医が相談を受けます。 

消 費 生 活 相 談  

物品、サービス等の契約に関する
トラブル、解約手続き、 
商品や訪問販売に関する 
苦情等 

福祉センター 
「さざれ石」 
※法律相談の予約は 
　毎月１日からです。 
（１日が土・日・祝日の場合
　は、翌日または翌々日） 

町民課 
☎（６１）４１００ 
内線２３７ 

相談の案内［1月］ 

平塚市消費生活センター 
☎（２１）７５３０　※無料の駐車場はありません。 

月～金　９時３０分～１６時 

月～金　９時３０分～１９時 
土日祝　９時３０分～１６時３０分 

（ただし、年末年始及び 
　施設管理上実施でき 
　ない日を除きます。） 

（ただし、祝日は除きます） 

ベビーベッド、小学生用自転車、小

型ミシン、ガラス温室、電動ランニ

ングマシン、ペットゲージ、ロデオ

ボーイ、ホームサウナ 

ベビーサークル、男児（100センチ）

普段着全般、チャイルドシート 

○ ゆずってください 

 

（
評
）作
者
は
幼
い
頃
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
二

人
き
り
で
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
お
遊
び
を

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
頃
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
ま
だ
ま
だ
元
気
で
し
た
。
今
で
は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
身
体
は
め
っ
き
り
衰
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
気
持
ち
は
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
。
作
者
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話

す
こ
と
の
で
き
る
時
間
を
、
か
け
が
え
の
な

い
時
間
と
し
て
、
大
切
に
し
て
い
る
の
で
す
。 

西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
２
６
１ 

西
行
祭
献
詠
短
歌
入
選
作
品 

小
・
中
学
生
の
部
　
松
川
　
千
夏 

寝
た
き
り
の 

　
祖
母
と
話
し
た
ふ
た
り
き
り 

　
　
　
減
り
ゆ
く
時
間
と 

　
　
　
　
　
　
増
え
る
思
い
出 

 

　
 152152

今
月
の
短
歌 
今
月
の
短
歌 
今
月
の
短
歌 

かながわ中央消費生活センター 
☎０４５（３１１）０９９９ 

○ ゆずります 

　
３
月
28
日（
日
）に
開
催
す
る

西
行
祭
の
献
詠
俳
句
・
短
歌
を

募
集
し
ま
す
。 

 

▼
題
　 

　
俳
句･･･

雑
詠
　
二
句 

　
短
歌･･･

自
由
　
二
首 

　
（
未
発
表
の
作
品
に
限
る
） 

▼
締
切
　
１
月
29
日（
金
）必
着 

▼
応
募
方
法
　
半
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
に
、
筆
ま
た
は
ペ

ン
で
住
所
、
氏
名（
ま
た
は
雅
号
）、
電
話
番
号
を
楷
書

（
フ
リ
ガ
ナ
付
記
）で
明
記
し
、
90
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒（
住
所
・
氏
名
を
記
載
）を
同
封
し
て
、
封
書

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み 

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
２
６
３ 

　
〒
255
―

８
５
５
５
　
大
磯
町
東
小
磯
183
番
地
　
大
磯
町
役

場
環
境
経
済
課
「
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
募
集
」
係 

か
い
し
ょ 

は 



町の人口と世帯 
5月1日現在 

撮影者 
①③ 木原さん(広報カメラマン) 
②　 奥野さん(広報カメラマン) 
④　 杉崎さん(広報カメラマン) 
⑤　 政策課撮影 

①みかんの収穫体験（11/8・虫窪） ②翠渓荘のお庭を見学（11/3） 

③祝!! J1昇格! 
　湘南ベルマーレの選手方が町長を 
　表敬訪問（12/10） 

④もみじのライトアップ 
　（11/21・24大磯城山公園） 
　色づいた木々があたたかな光に 
　包まれました 

⑤聖ステパノ学園中学校 
　クリスマスコンサート 
　（12/8・9） 

人口 32,787（－42）　男 15,960（－19）　女 16,827（－23） 
世帯 12,445（－5）　（　）は前月比 

町の人口と世帯 
12月１日現在 広報おおいそ　平成22年1月 24

広
報
お
お
い
そ
　
2
0
1
0
年
1
月
号
 
大
磯
町
発
行
　
政
策
課
編
集
　
〒
2
5
5
-8
5
5
5
　
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
東
小
磯
1
8
3
番
地
　
☎
0
4
6
3
-6
1
-4
1
0
0
　
FA
X
0
4
6
3
-6
1
-1
9
9
1
　
http://w

w
w
.tow

n.oiso.kanag
aw
a.jp/

　　スポーツ健康課　☎内線310問 

　鍋物に欠かせない白菜！日本に伝わったのは 

明治初期と、意外にも歴史が浅いのです。 

　今では１年中手に入りますが、寒い今が旬！ 

サラダで食べるとシャキシャキとした食感が楽 

しめます♪ 

材 料 

　　白菜（内側のほう） 3～4枚 

　　油揚げ 1/3枚 

　　マヨネーズ 大さじ3 

　　牛乳(またはヨーグルト） 大さじ1 

Ａ　ポン酢しょうゆ 大さじ2 

　　にんにく(すりおろし)  小1かけ 

　　白すりごま　 大さじ2～3 

　　塩 少々 

作り方 

①白菜は葉と軸に分け、軸は斜めに薄くそぎ切り、葉は手で食べ 

　やすくちぎる。 

②油揚げはトースターで1～2分こんがり焼き、5mm角に切る。 

③ボウルに①、②を入れ、混ぜ合わせたＡを加えて和える。 

④器に盛り、お好みで黒こしょうをかける。 

 

Vol.3

写真・レシピ提供 
大磯町食生活改善推進団体 

　アンパンマンとしまじろうが大好き
な仲良しの姉妹です。 
 

※このコーナーに登場してくれるお子

さんを募集しています。 

◎問い合わせ　政策課　☎内線207

大木　琉以ちゃん(左)　 
平成19年５月28日生 

　　　　　　　る　い 

　　　蘭央ちゃん(右)　 
平成20年11月26日生 

　　　　　　らん　な 

剛志さん、智子さんの長女、次女 


